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1.工法改善事例概要

改修工事で既設配管を利用する場合において、空調ド
レン配管の通水試験に用いる水の着色材を検討する事
により、その試験結果の判断を容易にする事が出来る。

・通水試験状況
・ドレンアップ作動試
験状況
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2. 従来の工法・手法

・EHP, GHP等の室内機各系統ドレン配管最上流管末より
試験注水し、外部桝にてその放流状況を確認した。

・試験に用いる水を識別する為、場合によっては着色水
（食紅等）を使用した。その他にも既設機器のドレンと混
合し難い（比重大,粘性大）液体を用いたり固形物を投入
する方法もある。
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3.従来の問題点

・改修（更新）工事の場合、施工エリアを分割して工事を進
める事が多く、運転中の既設機器ドレンが試験水と混合し
て放流される事になる。 無着色水では識別が不可能で
あり、又着色水でも運転中の既設機器ドレン量が多い場
合は希釈により識別が困難になる。

・既設機器のドレンと混合し難い液体や固形物の投入で
は、配管径が小さい事と経年劣化により、閉塞気味となっ
ている既設配管の流れを更に悪化させてしまう恐れがあ
る。
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4.対象現場 既設配置図
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4.対象現場 系統図（更新後）
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4.対象現場 工程
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着色材の検討15.改善内容

条 件：身近で安価な着色材である事。
試験体：墨汁（朱色各種）、粉チョーク（青）

写真左：粉チョーク（青） 写真右：雨の日墨汁（朱色）
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5.改善内容

結 果：「雨の日墨汁（朱色）」が一般水と混合し難く、蛍光効果
もあり、外部桝の溜水内でも明確に識別出来たため採用。
（粉チョークは完全に希釈され、識別不能のため不採用。）

外部桝での確認状況

着色材の検討2
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本現場で採用したタジマツールの「雨の日墨汁」。
色は3種類。
約150倍に希釈して使用した。

5.改善内容 着色材の検討3

定価
朱：1,430円
白：1,810円
黒：1,040円
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5.改善内容 着色材の検討4

製品安全データシート
（抜粋）

危険性・有害性もなし
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6.改善の効果

・3色の墨汁を使用する事により通水試験時系統ごとの識
別が容易に出来た。

・既設機器からのドレンが混入するため試験注水量まで
は測定できないが、注水から放流に至るまでの所要時間
及び放流先での水勢等の確認が容易である。

近年多発するドレン配管の系統誤接続や既設配管の閉塞等の
確認が低コスト・低労力で容易になり、品質の向上になる。

ドレーン試験時に試験水が漏水した場合、仕上材の貼替等の
リスクはありますが、完全な試験を実施する事により、ドレーン
トラブルの防止及び品質の向上になると考えられます。
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7.今後の検討について

着色材は上記のように色の種類が多いメーカーもあるので

その比較や、更に安価で識別し易く環境にもやさしい着色材
の検討も必要と考えられる。

㈱墨運堂
スーパーかせん
蛍光カラー（60ｍｌ）

定価
各色：577円


